
鳴門市

平成３０年度

９月補正予算（案）の概要
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編成方針

今回の補正予算は！？

緊急かつ必要性の高い事業に

厳選する方針で編成

「防災対策の推進」、「出産・子育て支援」など

「スーパー改革プラン２０２０」の

財政収支見通しや財政健全化の推進に留意

一般会計９月補正予算（案）の概要
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平成３０年度一般会計補正予算（第２号）の規模は

７億３，２４１万１千円

補正後の予算総額では、２４９億６，６７１万２千円

対前年度比６．０％の増

予算規模

一般会計９月補正予算（案）の概要

区分

金額 比較

Ｈ３０年度 Ｈ２９年度 増減額 ％

当初予算額 ２４,１７０,０００ ２２,９５０,０００ 1,２２０,０００ ５．３

補正前予算額 ２４,２３４,３０１ ２２,９８４,９４３ １,２４９,３５８ ５．４

補正予算額 ７３２，４１１ ５６１,６５５ １７０,７５６ ３０．４

補正後予算総額 ２４,９６６,７１２ ２３,５４６,５９８ １,４２０,１１４ ６．０



企画総務部 危機管理課

経済建設部 まちづくり課

Ｈ３０．９補 ７，９５９万円

「災害に負けないまちづくり」

ブロック塀安全対策事業 7,458万円
ブロック塀等撤去改善

支援事業 400万円

地域連携・

快適避難所運営モデル事業 101万円

倒壊の恐れのある、道路沿いのブロック塀等（民有）

の撤去・改善費用を補助します。

① 撤去・改善工事

② フェンス等新設工事（オプション）

①＋② 最大合計 １３万円

公民館・小中学校等の公共施設内の倒壊の恐れの

あるブロック塀等の撤去等を行い、施設利用者等の

安全を確保します。

避難所に、避難生活のストレス軽減や、

日常・非日常を問わず使用が可能な備品等を整備し、

これらを活用した訓練・避難所生活の体験を実施しま

す。

補助

８万円

個人負担

２万円

例

※工事費１０万円の場合

補助

５万円

個人負担

５万円

例

※工事費１０万円の場合

補助率 ４／５ 補助限度額 ８万円

補助率 １／２ 補助限度額 ５万円

避難所の

機能強化

地域住民の

防災意識向上
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企画総務部 戦略企画課

交流拠点施設の整備

（四国のゲートウェイ拠点施設整備事業）

Ｈ３０．９補 １，９００万円

5

国道11号

交流拠点施設

整備予定地

ＪＡ大津松茂

ＪＡ産直施設

整備予定地

定住人口確保と交流人口拡大に向けた四国のゲートウェイ化推進プロジェクトの基幹施設として、鳴門市大津町の国道11号沿いに交流拠点施設を整備する

整備目的

現在、施設の整備基本計画を策定中↓今後の整備の推進に向けた、用地測量業務、事業認定申請図書等作成業務、基本設計業務に係る費用を計上 19,000千円

事業内容

産業振興･地域活性化
・四国の玄関口という立地を活かした魅力発信・６次産業化の拠点として交流人口増加に寄与

地元住民の参画･協力
体験ｺｰﾅｰ、各種ｲﾍﾞﾝﾄ

JA産直市との連携
役割分担による効率化 H33年度中の

開業を目指す

§道の駅としての

登録を目指す



Ｈ３０．９補 １，４４６万円市民環境部 スポーツ課

５１万円

１，３９５万円

○関西圏の旅行代理店・大学等への訪問

○誘致用パンフレットの作成

○総合運動場のトイレ改修

スポーツ振興と交流人口拡大による

地域・経済の活性化

新
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健康福祉部 子どもいきいき課

教育委員会 学校教育課

Ｈ３０．９補 １，１８５万円

（子どもいきいき課 ７１６万円）

（学校教育課 ４６９万円）

３歳以上の第２子保育料無料化

保育所、幼稚園、認定こども園などを利用する

第２子にかかる利用者負担額（保育料）を免除

（費用負担 県１／２、市１／２）

•兄姉の年齢が１８歳未満の児童
•年度当初（４月１日）の年齢が３歳以上の児童

対象

児童

•保育認定：年収６４０万円相当（Ｄ４階層）以下の世帯
•教育認定：年収６８０万円相当（第5階層）以下の世帯

対象

世帯

新
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経済建設部 土木課

Ｈ３０．９補 ６６０万円

•整備計画の策定

•路線ごとに優先順位を決定

•台帳整備を行い施設の把握

計画策定・資料作成

•省エネ化による電力料金の削減

•環境に優しい（ＣＯ２排出量の削減）

•長寿命化

•コンパクトであり設置場所の選択肢が広がる

ＬＥＤ化によるメリット

道路照明灯等調査事業
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教育委員会 生涯学習人権課

Ｈ３０．９補 ２５３万円

◎平成３０年中に国指定史跡に！

現地に残る遺構について理解を

深めていただくための説明板を設置

記念講演会・シンポジウム

および現地見学会を開催

(１)「板東俘虜収容所跡」を広く周知する

(２)「板東俘虜収容所跡」の見学環境を整備

42万円

211万円

現在残るバラッケの遺構

当時のバラッケの様子

「板東俘虜収容所跡」史跡指定記念事業

新
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